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北海道の地上波民放全 5 局が集結。 

デジタル領域での協業により地域活性化へ貢献する 

FAST チャンネルまたは V FAST チャンネル 

『丸ごと北海道 ch』に参画 

～道内全局のコンテンツ力を結集し、地域の発展に寄与することを目指します～ 

北海道の地上波民放全 5 局（HBC、STV、HTB、TVh、UHB）は、デジタル領域での協業を通じて、地域活性

化へ貢献する取り組みを開始します。 

その第一歩として、BBM 株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役 CEO：福﨑伸也）が提供する「FAST チャ

ンネルまたは V FAST チャンネル」上の新チャンネル『丸ごと北海道 ch』（幹事社・プランダス株式会社 本社：

東京都港区、代表取締役：宮永大輔）に参画しました。 

道内全局のコンテンツ力を結集し、地域の発展に寄与することを目指します。 

 

 

■ 参画の背景と目的 

現在、メディア環境が急速に変化する中で、地域に根差した放送局には、放送の枠を超えて地域の魅力を持続

的に発信し、活性化につなげる役割が期待されています。 

今回、北海道の民放 5 局が系列の枠を超えて集結した背景には、個別の発信に留まらず、「オール北海道」とし

てデジタル領域での存在感を高め、国内外の関係人口増加に寄与したいという強い決意があります。4 月 1 日

に開局した『丸ごと北海道 ch』を通じて、5 局が誇る良質なコンテンツを統合的に届けることで、新たな地域振

興の形を提示します。 



 

■ 「丸ごと北海道 ch」の特長と「FAST」という選択 

● 系列を超えた 5 局共同プロジェクト 

北海道の地上波民放全 5 局が番組提供において初の協業を実現しました。地元放送局ならではの視点

で描かれた「まだ全国に知られていない北海道の魅力」を 24 時間無料で全国の視聴者へお届けします。 

 

● FAST による視聴体験の革新 

「FAST（Free Ad-supported Streaming Television）」は、広告付き無料ストリーミングテレビで

す。予約や購入、ログインの必要がなく、テレビのスイッチを入れるような手軽さで、24 時間いつでも「北

海道の今」を楽しめます。 

  

■ 視聴方法について 

『丸ごと北海道 ch』は、以下の方法でどなたでも今すぐ無料でご視聴いただけます。 

1. スマートフォン・タブレットから 

「V FAST チャンネル」アプリ（iOS/Android）をダウンロードし、チャンネルリストから『丸ごと北海道

ch』を選択。 

 

2. コネクテッド TV（スマートテレビ等）から 

対応するスマートテレビのアプリ内で「V FAST チャンネル」アプリをダウンロードし、チャンネルリストか

ら『丸ごと北海道 ch』を選択。 

※会員登録、ログイン、月額課金は一切不要です。 

  



■ 魅力的なコンテンツラインナップ 

現在配信中の、各局が誇る人気番組の一部をご紹介します。 

● 北海道放送 (HBC) 

『今日ドキッ!!』: 北海道の「今」にこだわる、情報報道番組の人気コーナー。 

 

● 札幌テレビ (STV) 

『どさんこワイド 179』: 30 年以上の歴史を持つ看板番組から、選りすぐりの特集を配信。 

 

●  北海道テレビ (HTB) 

『LOVE HOKKAIDO』: 外国人視点も交え、北海道の魅力を再発見する旅番組。 

 

● テレビ北海道 (TVh) 

『旅コミ北海道 じゃらん de GO!』: 旬のお出かけ情報を凝縮してお届け。 

 

● 北海道文化放送 (UHB) 

『噂の街グルメ』: SNS で話題の新店や地元の愛されフードを徹底調査。 
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■ 道内地上波 5 局 連名ステートメント 

「北海道のローカル全 5 局が協業によって、コンテンツ発信力を強化し、地域振興に直接的に貢献していく取り

組みを開始しました。協業により価値を上げるこの試みは、今後もさらなる拡大や新たな展開を継続的に検討

してまいります。5 局のコンテンツ力を結集させることで、北海道への深い関心を生み出し、将来的な観光誘致

や物産振興、そして移住促進など、実効性のある地域活性化のサイクルを創出したいと考えています」 


